
理科の課題

①ヒトや動物の体（呼吸のはたらき、体をめぐる血液）

②理科室の使い方（教科書を見ながら解くワークシート）

③理科室の使い方（テスト）
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＜ヒトや動物の体> p32～35を見て答えよう

6年 組名前

○呼吸のはたらき
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＜ヒトや動物の体> p36～39を見て答えよう

6年 組名前

○体をめぐる血液①
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のところにある、にぎりこぶしくら

いの大きさの臓器である。 （①）は縮

んだりもどったりして、ポンプのよ

うなはたらきをし、血液を全身に送

り出している。

○この(①)の動きを(② ）
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① 脈はくを感じるところ

② 運動する前の脈はくの回数 1分間あたり

⑧ 心臓のはく動する回数 1分間あたり

脈はくの回数とくらべると

④ 軽い運動をした後の脈はくの数 1分間あたり

p36のやり方を見てやってみよう。⑧は手でやってみよう。



＜ヒトや動物の体> p36～39を見て答えよう

6年 組名前
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○心臓から肺へ送られた血液は、肺で二酸化炭素を出し、酸素を受け取ってい

る。そして、心臓にもどって再び全身に送りだされる。

I

’
咽

”
問

制

ｊ

閥

咽

ｒ

伽

Ｊ

沮

圃

和

独

間

間

間

倶

園

同

咀

口

削

応

隈

Ｊ

酬

罫

Ｒ

■

…… 浬亜智言田画一ざ4垂些7 嘩罵…Hf■副 U 令ヤム n.脚V寡ﾜ 1 呪 四 寺苗…勺

》辱昆雰鞭函唖碗牽》再醗 －－

じん臓

○体内でできた不要な物は、血液で

（⑦ ）に運ばれ、（⑦)で不要⑦⑦

ｆ
ｌ

Ｈ
Ⅲ
Ｈ
理
■
用
■
聞
制
、
閑
■
。
■
唖
Ｊ
俄
冤
Ｈ
配
１
Ｍ
Ｊ
Ｔ
守
喀
毎
．
肥
厚

酬
荊
巴
単
角
別
画
刊
銀

＃

Iなものが水とともにこし出され、にょうが

できる。にょうはしばらくぼうこうにため

！

．

。
■
Ｒ

伽
日
脚
Ｗ
Ｈ

Ｆ
ト
ー
０
版
Ｉ
Ｉ
Ｌ
↓
ト
ー

可
Ｊ
、
、

列

季

目

ぽ
I

ﾉ

／

られその後、体外に出る。 Ｊ

Ｊ

一F壷ロー一… ＝ m･一一一■一塁“円屋… F生正ﾛ



みんなで使う理科室2

6年 組 番（ ）

■■■に当てはまる言葉をかきましょう。教科書91ページを参考に，

③実験が終わったら
へ

篭薬品の雌>~薬品を決められたF |に集めたか。

鮒具の片つけ>器具をていねいに洗いF ｜も洗ったか“
｡器具を決められた場所に片づけたか。

~

、机を脾 でふいたか。

正しいほうに，○をつけましょう。

（1）薬品が，手についたら

⑮｜ ）すぐに多量の水でじゆうぶんに洗い流す。）ハンカチなどでよくふいておく。

夕

つ

一
〆
鍾
９

(2)器具がこわれたら

⑰｜ ｛嵯麓雛震鰯皇る、
灘

0
一

(3)やけどをしたと思ったら

（ ）やけどの部分が赤くなければ,そのままに

⑬しておく。

（ ） やけどの部分が赤くなっていなくても， 弓す

。

ぐに水で冷やす。

(4)実験中に地震が起こったら

（ ） すばやく，頭や体を守る姿勢をとり，

⑪机の下などに入る。
）すばやく，理科室の外にとび出す。



みんなで使う理科室1

番（6年 組 ）

教科書88~90ページを参考に,[－に当
●理科室の約束

~ '0｜の話をよく聞き指示を守る。
.P ｜の上はきれいに片づける．｜

準備や戸 ~職んとする。

に当てはまる言葉をかきましょう。

塗
〆~‐
一

|I
ー－＝一

一一

①実験を始める前に

<服装やかみの毛の確認＞長いF 1は結んでおく。
側の上の確認＞F lの上はよごれていないか。

<器具の準備＞ｶﾗｽ器具に|噂 下が入っていないか。

“を使うとき＞ぬれた戸 ｜を準備しているか。

鯛を使うとき＞薬品が目に入るのを防ぐ1③ ｜はあるか。
②実験をするときは 正しい方法に， ○をつけましょう。

＜薬品の分量>⑦ く器具の置き方>⑭
~~~~ ~ ~ ~ ~ ~
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|理科ﾃ川、理科テスト ● みんなで使う理科室 6年 組 名前

回実験を始める前の注意について，旨意について， 次の問いに答えましょう。

40点【(1)完答13点， (2)各3点(3)～(5)各5点（(4)は完答)】

（1）安全に実験を始めるために，服装やかみの毛の確認を

します。右の図について説明した次の①～③で， まち

がっているものはどれですか。また， どうすればよい

かもかきましょう。

①じやまになりそうなので上着を1枚ぬいだ。

②寒かったので，結んでいたかみの毛をほどいた・

③上着のフードのひもをしまった。

番号（

どうすればよいか
、

三

〆

』

（2）次の文で，正しいものには○を， まちがっているものには×をつけましょう。

① （ ） 実験のじやまにならないように，器具や薬品は机のはしに置く。

② （ ） 薬品を区別できるように，薬品の名前をかいたラベルを，その薬品

を入れるビーカーや試験管にはっておく。

③ （ ） 薬品を使うときは，保護眼鏡をかける。

④ （ ） ビーカーや試験管にひびが入っていないか確認する。

(3）（2）で， ×をつけたものについて，正しい方法をかきましょう。

1｛
（4）次の文は，火を使うときの準備についてかかれています。 （ ） に当てはまる

言葉をかきましょう。

線香やマッチの（ ）入れや， （ ）ぞうきんを用意しておく。

（5）上･ペットのように転がりやすいものや， ゴムせんのような小さいものを机の上に

置いておくときは， どのようにしておくとよいですか。
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回 実験をするときの注意について，次の問いに答えましょう。

40点【(1)各5点（②は完答)， (2)各10点】

（1）次の （ ） に当てはまる言葉や数値をかきましょう。

①火を使ったり，気体が出てきたりする実験では， （ ） をしながら実験

をする。

②においを調べるときは， （ ） を直接近づけず， （ ） であおい

で確かめる。

③激しく燃える気体もあるので，性質がわからない気体には， （ ） を近

づけない。

④試験管に水よう液を入れるときは， （ ） ほどにする。

（2）次のようなことがあった場合， どうしたらよいかかき

ましょう。

①まちがって， 目に薬品が入ってしまった。
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②やけどをしたと思ったが，やけどの部分は赤くなっ

ていなかった。
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回実験の片づけをするときの注意について,次の問いI
しよう。 20点【各

（1）実験後の水よう液（薬品）は， どのようにして

片づけるかをかきましょう。

次の問いに答えま

20点【各10点】

（ 1
（2）ガラス器具がこわれたとき，気をつけることを

かきましょう。
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